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 コロナ対策 補正予算を全会一致で可決  
渡辺大三が起草した関連決議も賛成多数で可決 

 

8 月 20 日、小金井市議会は臨時議会を開催し、

西岡市長が提出した、新型コロナウイルス感染症

対策の一般会計補正予算（第 5 回）を全会一致で

可決しました。また、渡辺大三が原案を起草した関

連決議（裏面に全文を掲載）は、賛成 18反対4退

席 1 で可決されました。反対 4 は「みらいのこが

ねい（鈴木・村山・岸田・沖浦）」、退席 1 は「改革連

合（篠原）」でした。 
 

見えない・・・市の財政努力 
 

 予算規模は 7億 2225万 6000円でしたが、

財源の内訳を見ると、国が 6億 1372万 9000

円、東京都が 8852 万 7000 円で、小金井市自

身の財源はわずか 2000 万円（予算全体のたっ

た 2.7％ほど）となっています。昨年度の小金井

市の一般会計の黒字額は約 22 億円でしたので、

新型コロナウイルス感染症の影響に苦しむ市民や

事業者を支援するべく、もっと積極的な財政出動

をすべきだったと考えます。そのことは可決され

た決議（裏面）の第 1項目に書いておきました。 
 

渡辺大三の提案が実現 
 

 一方、国や東京都の財源を活用して、これまで私

などが求めてきたコロナ対策のいくつかが予算に

盛り込まれました。市議会からの種々の提案に対

して、応えようとする姿勢は一定評価しています。

なので、いろいろ問題はありますが賛成しました。 

実現① 事業用不動産を賃借している事業者に

限定されていた事業継続支援給付金（20万円）に

関して、今回の補正予算で、事業用不動産を自ら

所有する事業者にも「応援金」（上限 20 万円）が

支給されることになりました。渡辺大三が起草し、

6 月 2 日に可決された決議で要求していた事項

です。なお、先行して支給されている事業継続支

援給付金の申請が見込みの半分以下となったこ

とを踏まえ、その財源を活用して、第二弾の支援

策を計画するよう、可決された決議（裏面）の第 2

項目に書いておきました。飲食業などを含め、コ

ロナの影響は続いています。一回限りの支援では

なく、継続的な支援が必要です。 

実現② 医療従事者や保育等従事者に慰労金

が支給されることになりました。医療従事者には

5000 円から 10 万円、保育従事者には 5000

円相当となります。渡辺大三が起草し、6月23日

に可決された決議で要求していた事項です。 

実現③ 4月 28日以降に生まれた新生児にも、

特別定額給付金（10 万円）が支給されます。来年

4月 1日までに生まれた子どもが対象となります。

年度途中が基準日であったため、もらえる子ども、

もらえない子どもが発生し、不公平感がありまし

た。改善を求めたところ、同じ学年となる子ども

は平等に扱うことになりました。渡辺大三が議会

の質疑で実施を求めていた事項です。 

実現④ アーティスト等緊急支援事業として、動

画提出者に対し、1人あたり 5万円（1作品あたり

上限 30 万円）を支給することとなりました。アー

ティスト支援は、渡辺大三が議会の質疑で実施を

求めていた事項です。なお、金額が不十分である

と考えましたので、可決された決議（裏面）の第 3

項目に書いておきました。 
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